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『
中
井
木
莵
麻
呂
キ
リ
ス
ト
教
関
係
草
稿
類
』
翻
刻
と
解
説
（
三
）

佐　

野　

大　

介

一
、
解
説

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
内
新
田
文
庫
蔵

『
中
井
木
莵
麻
呂
キ
リ
ス
ト
教
関
係
草
稿
類
』
の
内
、「
儒
仏
耶
三

教
比
較
結
論
」
の
翻
刻
及
び
解
説
で
あ
る（

１
）
。「『
中
井
木
莵
麻
呂
キ

リ
ス
ト
教
関
係
草
稿
類
』
翻
刻
と
解
説
（
一
）」（『
懐
徳
堂
研
究
』

第
三
号
、
二
〇
一
二
年
）、「『
中
井
木
莵
麻
呂
キ
リ
ス
ト
教
関
係

草
稿
類
』
翻
刻
と
解
説
（
二
）」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
四
号
、
二

〇
一
三
年
）
の
続
編
に
あ
た
り
、
本
稿
で
完
結
す
る
。

内
容
解
説

　

儒
教
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
三
教
を
比
較
し
、
三
者
の
優
劣

に
関
す
る
結
論
を
出
し
た
も
の
。
原
稿
用
紙
仮
綴
。
全
十
葉
。
題

名
に
「
三
教
」
と
あ
る
が
、
仏
教
批
判
が
紙
幅
の
大
半
を
占
め
る
。

藍
色
罫
の
原
稿
用
紙
を
用
い
、
上
部
欄
外
に
朱
で
章
名
と
お
ぼ
し

き
も
の
が
書
き
入
れ
て
あ
る
。
朱
に
て
句
読
点
を
施
し
、
ま
た
、

所
々
に
朱
に
て
圏
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

章
名
お
よ
び
内
容
は
以
下
の
通
り
。
底
本
に
は
付
さ
れ
て
い
な

い
が
、
便
宜
的
に
章
名
に
番
号
を
附
し
た
。

　

一
、「
三
教
相
対
」
の
礼
。「
東
洋
の
宗
教
及
び
倫
理
に
対
し
て

も
、
我
等
又
精
思
細
考
し
て
、
取
舎
宜
し
き
を
得
べ
き
必
要
あ
る

こ
と
を
感
ず
る
」
と
し
て
、
三
教
が
互
い
に
尊
重
し
あ
う
べ
き
と

の
理
念
を
述
べ
、

諸
宗
相
敵
視
す
る
が
如
き
は
、
舊
時
代
の
狭
量
な
る
思
想
に

て
、
児
戯
に
類
す
る
者
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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に
言
及
し
、
バ
ラ
モ
ン
教
を
汎
神
教
と
す
る
。

　

四
、「
仏
教
の
史
的
証
徴
の
不
正
確
」。
キ
リ
ス
ト
教
史
が
正
確

で
あ
る
の
に
対
し
、
釈
迦
の
誕
生
譚
が
不
正
確
だ
と
断
ず
る
。

　

五
、「
仏
陀
の
伝
記
と
福
音
経
の
記
事
と
の
比
較
」。
釈
迦
の
誕

生
譚
と
イ
エ
ス
の
そ
れ
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
指
摘
し
、
し
か

し
釈
迦
は
裕
福
な
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
イ
エ
ス
と
は
「
精
神
上
に

非
常
の
懸
隔
」
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
仏
教
の
奇
跡
譚
は
、「
道

徳
上
作
善
の
目
的
」
を
持
つ
キ
リ
ス
ト
教
の
奇
跡
と
は
全
く
異
な

り
、

た
と
ひ
实
際
に
行
は
れ
た
り
と
假
定
し
て
も
、
眞
实
の
奇
跡

が
目
的
と
す
る
所
の
道
徳
上
作
善
の
目
的
に
比
す
れ
ば
、
意

義
な
き
者
多
く
し
て
、
徒
に
奇
異
の
顕
現
を
以
て
人
を
駭
か

す
に
過
ぎ
な
い

と
さ
れ
る
。

　

六
、「
仏
教
無
神
論
の
起
因
」。
仏
教
成
立
時
、
仏
教
と
対
立
し

た
汎
神
教
と
多
神
教
と
が
、
仏
教
に
較
べ
て
「
宇
宙
の
大
問
題
」

を
解
決
す
る
能
力
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
仏
教
は
無
神
論

に
陥
っ
た
と
指
摘
す
る
「
汎
神
教
」「
多
神
教
」
は
三
章
で
言
及

し
た
バ
ラ
モ
ン
教
を
指
す
。

　

七
、「
性
理
学
道
義
学
形
而
上
的
哲
学
」。
馬
博
士（

２
）

の
言
を
引
き
、

と
、
融
和
的
態
度
を
表
明
す
る
。
さ
ら
に
、
儒
教
と
仏
教
と
に
つ

い
て
、「
儒
教
は
實
践
道
徳
に
於
て
、佛
教
は
宗
教
及
哲
學
に
於
て
」

見
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
、

我
等
は
木
石
に
崇
拜
す
る
幼
穉
な
る
古
来
の
偶
像
教
と
同
一

視
す
べ
き
で
な
い

と
す
る
。
当
該
資
料
に
神
道
に
関
す
る
言
説
は
見
ら
れ
な
い
が
、

こ
の
句
を
以
て
推
す
に
、
高
い
評
価
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

二
、「
儒
教
崇
天
の
概
念
」。
儒
教
の
天
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
天

に
近
い
と
し
、
儒
教
を
、

儒
教
は
基
督
教
に
由
り
て
其
缺
漏
の
補
足
せ
ら
る
ゝ
を
待
つ

者儒
教
が
基
督
教
に
因
つ
て
完
成
せ
ら
る
ゝ
を
待
つ
と
見
る
べ

き

も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
論
法
及
び
結
論
は
、「
返
信
１
」「
返

信
２
」で
の
、「
古
聖
賢
」に
対
す
る
評
価
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

　

三
、「
婆
羅
門
教
」。
仏
教
前
史
と
し
て
イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン
教
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「
仏
教
に
は
凡
の
宗
教
の
根
本
要
点
た
る
神
の
存
在
の
真
理
を
認

め
」
な
い
た
め
、

後
に
至
り
て
一
種
の
形
而
上
的
哲
學
と
為
つ
た

と
す
る
。
こ
れ
は
、「
返
信
１
」「
返
信
２
」
の
、
儒
教
の
「
後
学
」

が
天
の
人
格
神
的
な
性
格
を
認
め
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
論
法
と

類
似
す
る
。

　

八
、「
虚
無
寂
滅
」。
仏
教
は
世
界
を
「
虚
幻
」「
寂
滅
」「
虚
無
」

と
す
る
も
の
と
主
張
。

　

九
、「
仏
教
の
救
贖
」。
仏
教
を
、「
制
慾
主
義
を
以
て
独
居
の

方
法
を
立
て
ゝ
、
寧
人
類
の
繁
殖
を
絶
た
む
こ
と
を
勤
め
た
」
と

し
て
非
難
し
、

之
を
基
督
が
十
字
架
の
死
を
以
て
人
類
救
贖
の
道
を
立
て
給

ひ
し
に
比
す
れ
ば
、
甚
し
き
相
違
が
あ
る

と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
優
位
性
を
主
張
す
る
。

　

十
、「
涅
槃
及
び
霊
魂
の
流
転
」。
仏
教
の
輪
廻
説
と
キ
リ
ス
ト

教
の
霊
魂
不
滅
説
と
を
比
較
し
、

佛
教
が
個
位
的
に
人
の
不
死
を
許
認
せ
ざ
る
に
反
し
て
、
基

督
教
は
死
後
永
久
に
自
我
の
存
在
す
る
こ
と
を
教
ふ
其
人
生

自
然
の
要
求
に
於
て
両
者
何
れ
か
本
性
に
適
合
す
る

と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
両
説
の
真
偽
は
問
題
と
さ
れ
ず
、「
何
れ

か
本
性
に
適
合
す
る
」
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　

十
一
、「
厭
世
的
宇
宙
論　

絶
望
の
宗
教
」。
輪
廻
説
を
採
る
こ

と
を
以
て
、
仏
教
は
「
厭
世
的
宇
宙
論
」
を
備
え
た
「
絶
望
の
宗

教
と
名
づ
け
ら
る
」
と
評
す
る
。「
名
づ
け
」
た
主
体
に
つ
い
て

は
言
及
さ
れ
な
い
。
そ
う
し
て
、

古
今
無
数
の
罪
悪
を
以
て
し
て
も
神
の
恩
寵
の
宏
大
な
る
に

勝
つ
能
は
ず
と
す
る
基
督
教
と
、
見
解
の
距
離
如
何
に
遠
き

か
を
見
よ

と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
優
位
性
を
主
張
す
る
。

　

十
二
、「
耶
佛
内
部
の
相
違
」。
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
の
違
い

を
列
挙
し
、
そ
の
差
異
を
、「
神
あ
る
宗
教
と
神
な
き
宗
教
」、「
定

理
を
具
ふ
る
道
徳
と
定
理
な
き
道
徳
」「
贖
罪
主
に
因
る
救
贖
と

贖
罪
主
な
き
救
贖
」
と
表
現
す
る
。

　

十
三
、「
基
督
教
と
天
然
而
上
の
啓
示
」。
儒
教
・
仏
教
は
、

両
者
共
に
有
限
の
人
智
を
以
て
無
限
の
大
能
者
に
向
つ
た
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た
め
に
真
理
に
到
達
で
き
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、

基
督
教
は
人
智
の
推
測
を
用
ゐ
ず
し
て
、
一
に
天
上
よ
り
眞

理
の
啓
示
せ
ら
る
ゝ
恩
寵
を
受
け
た

た
め
に
、「
他
の
宗
教
に
秀
出
し
て
、
確
実
な
る
証
左
を
握
つ
て

居
る
」と
す
る
。
こ
の
、
キ
リ
ス
ト
教
の
優
位
性
を
た
だ
一
点「
天

啓
を
受
け
た
」と
い
う
ド
グ
マ
に
帰
す
る
論
法
は
、「
返
信
１
」「
返

信
２
」
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

　

十
四
、「
天
啓
の
証
徴
」。
キ
リ
ス
ト
教
が
「
天
啓
を
受
け
た
」

宗
教
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。

　

十
五
、「
不
動
不
変
の
証
徴
」。「
奇
蹟
と
預
言
」
の
存
在
が
、

キ
リ
ス
ト
教
が
「
世
界
に
度
越
せ
る
神
出
の
宗
教
た
る
を
証
明
」

す
る
と
す
る
。

　

十
六
、「
異
教
の
聖
賢
に
対
す
」。儒
教
と
仏
教
と
に
つ
い
て
、「
天

然
の
啓
示
は
此
等
よ
り
奪
は
る
ゝ
こ
と
な
し
」
と
し
て
再
度
「
基

督
教
に
抵
触
せ
ざ
る
限
に
於
て
其
遺
訓
を
も
尊
奉
す
る
こ
と
を
辞

せ
ず
」
と
寛
容
な
態
度
を
示
す
。

お
わ
り
に

　

本
草
稿
は
、「
三
教
比
較
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ

の
紙
幅
の
多
く
が
仏
教
批
判
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
儒
教
は
比
較
的
好
意
的
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
木
莵
麻
呂
の
中

に
「
全
無
缺
ノ
真
教
」（「
返
信
１
」）
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
、「
基

督
教
に
因
つ
て
完
成
せ
ら
る
ゝ
を
待
つ
」（「
儒
仏
耶
三
教
比
較
結

論
」）
儒
教
、「
無
神
論
に
陥
つ
た
」（「
儒
仏
耶
三
教
比
較
結
論
」）

仏
教
と
い
う
序
列
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

木
莵
麻
呂
は
、
仏
教
の
出
家
主
義
に
関
し
て
、
仏
教
が
「
人
類

の
繁
殖
を
絶
た
む
こ
と
を
勤
め
た
」
と
し
て
非
難
し
て
い
る
。
儒

教
に
お
い
て
も
仏
教
の
出
家
主
義
は
常
に
批
判
の
対
象
と
さ
れ
た

が
、
そ
の
理
由
は「
不
孝
に
三
あ
り
、
後
無
き
を
大
な
り
と
す（
不

孝
有
三
、
無
後
為
大
）」（『
孟
子
』
離
婁
上
）
と
い
っ
た
観
念
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
仏
教
の
輪
廻
説
及
び
霊
魂
観
に
関
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト

教
の
霊
魂
不
滅
の
教
説
と
比
較
し
、
霊
魂
不
滅
説
が
「
人
生
自
然

の
欲
求
」
に
お
い
て
「
本
性
が
適
合
す
る
」
こ
と
を
以
て
キ
リ
ス

ト
教
の
優
位
性
を
主
張
し
て
い
る
。
仏
教
の
輪
廻
を
伴
う
霊
魂
観

は
、
所
謂
「
神
滅
不
滅
」
論
争
に
お
い
て
、
儒
教
で
も
否
定
さ
れ

が
、
そ
の
理
由
は
儒
教
で
は
一
般
的
に
神
（
＝
霊
魂
）
は
死
ね
ば

滅
す
る
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る（

３
）

。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
木
莵
麻
呂
が
仏
教
を
批
判
す
る
際
、
た
と
い
そ

の
批
判
対
象
が
儒
教
側
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
キ

リ
ス
ト
教
独
自
の
理
論
を
以
て
立
論
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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二
、
書
誌
情
報

中
井
木
莵
麻
呂
撰　

手
稿

〔
寸
法
〕	
縦
二
四･

五
×
横
一
六･

五
（
㎝
）

〔
書
式
〕	

四
周
双
辺
。
藍
色
原
稿
用
紙
。
10
行
20
字
。

〔
版
心
〕	

白
口
。
黒
魚
尾
。（
葉
数
）。
横
二
線
。

〔
内
題
〕	

「
儒
佛
耶
三
教
比
較
結
論
」

〔
外
題
〕	

帙
題
簽「
中
井
木
莵
麻
呂
キ
リ
ス
ト
教
関
係
草
稿
類
」。

〔
奥
書
〕	

な
し
。

〔
印
記
〕	

「
新
田
文
庫
」「79CL00529
」「
開
架
図
書
」「
大
阪

大
学
附
属
図
書
館
」

〔
装
訂
〕	

仮
綴
。
全
十
葉
。

〔
備
考
〕	

上
部
欄
外
に
朱
で
章
毎
に
章
題
を
記
す
。

〔
蔵
書
票
〕
「E149　

天
生
関
係
38　

365

」

三
、
翻
刻

凡
例

・
底
本
と
し
て
、『
中
井
木
莵
麻
呂
キ
リ
ス
ト
教
関
係
草
稿
類
』（
大

阪
大
学
附
属
図
書
館
（
懐
徳
堂
文
庫
内
新
田
文
庫
）
蔵
、
蔵
書

票E149

／
天
生
関
係
38
／365

）
を
用
い
た
。

・
翻
刻
に
当
っ
て
は
、
底
本
の
文
字
に
で
き
る
限
り
沿
う
よ
う
留

意
し
た
が
、
印
刷
の
都
合
上
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

・
本
篇
は
改
行
に
よ
っ
て
十
六
の
段
落
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
上
部
欄
外
に
朱
に
て
当
該
段
落
の
主
題
と
お
ぼ
し
き
も
の

が
付
さ
れ
て
い
る
。
閲
覧
の
便
の
た
め
、
翻
刻
で
は
こ
れ
に
番

号
を
付
し
て
行
内
に
繰
り
込
み
、
段
落
末
に
一
行
空
行
を
設
け

た
。

・
句
読
点
は
欄
外
に
朱
で
付
さ
れ
て
い
る
が
、
行
内
に
繰
り
込
ん

だ
。

・
朱
に
て
付
さ
れ
た
圏
点
は
、
そ
の
型
式
が
二
種
類
あ
る
た
め
、

翻
刻
で
は
二
種
の
傍
点
を
用
い
て
再
現
し
た
。

・
一
部
に
附
さ
れ
て
い
る
割
り
注
は
（　

）
内
に
記
し
た
。

・
底
本
は
手
稿
で
あ
る
た
め
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
朱
に
よ
る
修
正
や

見
せ
け
ち
が
あ
る
が
、
修
正
に
従
っ
た
。

・
一
部
の
単
語
に
は
ル
ビ
を
付
し
た
。

・
葉
お
よ
び
表
裏
の
く
ぎ
り
で
改
行
し
て
注
記
を
付
し
た
。な
お
、

五
節
末
の
括
弧
は
改
行
と
改
段
と
が
一
致
し
て
い
た
た
め
底
本

に
附
さ
れ
て
い
た
も
の
。
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二
、
儒
教
崇
天
の
概
念

儒
教
の
天
に
對
す
る
觀
念
は
惟
一
神
教
に
接
近
し
て
あ
り
て
、
其

眞
を
捕
へ
得
ざ
り
し
者
な
れ
ば
、
儒
教
は
基
督
教
に
由
り
て
其
缺

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

漏
の
補
足
せ
ら
る
ゝ
を
待

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

つ
者
と
も
見
る
べ
し
。
此
の
點
に
於
て

基
督
教
と
儒
教
と
は
相
背
馳
す
る
者
で
は
な
い
。
古
昔
トト
ゥ
ー
ラ
ー
ン

ー
ラ
ン

人
種
の
宗
教
は
惟
一
神
教
の
模
型
を
具
へ
て
居
つ
た
が
、
個
々
の

民
族
に
分
離
し
た
る
後
は
、
多
神
教
像
教
に
陥
つ
た
に
拘
ら
ず
、

獨
支
那
人
の
み
ハ
古
来
最
上
の
神
體
を
天
と
名
づ
け
て
、
諸
靈
の

上
に
置
い
た
。
此
の
観
念
を
太
古
以
［
二
表
］

来
孔
子
以
上
に
止
ま
り
て
、
以
後
は
漸
次
に
惟
理
論
に
傾
き
た
れ

ど
、
儒
教
の
神
髓
が
惟
一
神
教
の
模
型
を
脱
し
て
ゐ
な
い
こ
と
を

知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
儒
教
が
基
督
教
に
因
つ
て
完
成
せ
ら
る
ゝ
を

待
つ
と
見
る
べ
き
は
こ
ゝ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

三
、
婆
羅
門
教

印
度
人
も
上
古
は
惟
一
神
教
に
近
い
模
型
を
具
へ
て
居
て
、
凡
そ

五
官
に
觸
る
べ
き
神
の
形
象
を
受
け
な
か
つ
た
。

ママ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー

ク
ス
ミ
ル
レ
ル
（
獨
逸
の
佛
教
学
者
）
の
説
に
よ
れ
ば
、
上
古

の
印
度
宗
教
に
は
惟
一
神
教
に
近
き
も
の
が
多
神
教
の
雲
を
穿
ち

て
透
射
せ
る
を
見
る
と
い
ふ
。
然
る
に
［
二
裏
］

印
度
の
祭
司
「
ブバ

ラ

モ

ン

ラ
ミ
ン
」
等
は
最
上
の
神
體
ブブ
ラ
フ
マ
ー

ラ
マ
を
以
て
無

意
無
情
の
者
と
な
し
て
、
印
度
の
宗
教
に
凡
神
教
の
性
質
を
移
し

儒
佛
耶
三
教
比
較
結
論

一
、
三
教
相
對
の
禮

基
督
教
に
於
て
唱
道
す
る
所
の
一
體
三
位
の
神
、
天
地
の
創
造
、

人
の
起
原
及
陥
罪
、
悪
の
起
因
及
救
贖
、
靈
魂
の
不
滅
、
来
世
の

賞
罰
等
、
終
始
一
貫
、
萬
世
不
動
の
教
義
、
組
織
井
〃
た
る
歷
史

上
の
證
徴
に
對
し
て
は
、
我
等
其
立
場
と
し
て
全
幅
の
精
神
を
傾

け
て
信
奉
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
併
し
乍
ら
東
洋
の
宗
教
及
倫
理
に

對
し
て
も
、
我
等
又
精
思
細
考
し
て
、
取
舎
宜
し
き
を
得
べ
き
必

要
あ
る
こ
と
を
感
ず
る
、
即
儒
教
は
實
践
道
徳
に
於
て
、
佛
教
は

宗
教
及
哲
學
に
於
て
、
千
数
百
年
間
國
民
の
脳
裏
に
［
一
表
］

浸
潤
し
て
、
二
大
勢
力
を
成
し
、
将
来
に
於
て
も
亦
基
督
教
と
並

立
し
て
、
國
民
教
化
の
重
任
を
負
ふ
こ
と
ゝ
思
は
る
れ
ば
、
我
等

は
木
石
に
崇
拜
す
る
幼
穉
な
る
古
来
の
偶
像
教
と
同
一
視
す
べ
き

で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
吾
が
教
義
に
抵
觸
し
な
い
限
は
、
儒
佛
諸

聖
賢
の
盛
徳
を
恭
敬
し
て
、
其
教
訓
に
服
膺
す
る
が
當
然
で
あ
ら

う
と
思
ふ
。
是
と
同
じ
く
儒
佛
二
教
を
奉
ず
る
者
も
、
假
使
其
所

信
の
教
義
を
曲
げ
ず
と
も
、
基
督
教
に
對
し
て
敬
意
を
表
す
べ
き

で
あ
る
、
諸
宗
相
敵
視
す
る
が
如
き
は
、
舊
時
代
の
狭
量
な
る
思

想
に
て
、
児
戯
に
類
す
る
者
と
い
［
一
裏
］

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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て
、
惟
心
的
凡
神
教
を
立
て
、
族
制
を
定
め
、
天
性
に
逆
ふ
所
の

制
慾
主
義
を
強
行
し
、
斯
く
し
て
婆
羅
門
教
が
で
き
た
。
次
で
起

り
た
る
は
佛
教
で
あ
る
が
、

四
、
佛
教
の
史
的
證
徴
の
不
正
確

基
督
教
歷
史
の
首
尾
井
〃
た
る
に
反
し
て
、
佛
教
の
教
祖
な
る
佛

陀
の
一
代
は
、
妄
誕
不
經
の
説
話
に
囲
繞
せ
ら
れ
て
、
是
よ
り
正

確
な
る
史
的
證
徴
を
見
出
す
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
の
事
に
属
す
と

い
ふ
。
第
一
佛
陀
在
世
［
三
表
］

の
時
代
に
甚
し
き
相
違
が
あ
る
、
其
時
代
を
錫セ
イ
ロ
ン崙 

緬ミ
ャ
ン
マ
ー甸 

暹シ
ャ
ム羅

の
諸
國
で
は
基
督
降
世
前
五
世
と
な
し
、
西
藏
の
諸
民
は
三
十
世

と
な
し
、（
二
千
四
百
廿
二
年
至
二
千
九
百
十
九
年
）
支
那
蒙
古

日
本
に
て
も
亦
年
計
を
異
に
し
て
、
或
ハ
十
世
、
或
は
十
四
世
と

為
し
て
、（
九
百
四
十
九
年
九
百
五
十
年
及
千
三
百
七
十
五
年
）

百
年
或
は
千
年
を
上
下
す
。

五
、
佛
陀
の
傳
記
と
福
音
經
の
記
事
と
の
比
較

佛
陀
の
傳
紀
に
は
福
音
經
の
事
迹
に
酷
似
し
た
る
所
少
か
ら
ね

ば
、
或
は
佛
教
が
基
督
教
を
假
借
し
た
り
と
い
ひ
、
或
は
基
督
教

が
佛
教
を
摹
倣
し
た
り
と
い
ふ
説
が
起
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
両

者
を
對
比
す
れ
ば
、
自
か
［
三
裏
］

ら
趣
が
ち
が
つ
て
居
る
。
佛
陀
誕
生
の
事
迹
に
付
て
は
、
其
父
母

が
合
意
を
以
て
同
室
せ
ざ
り
し
夜
、菩
提
薩
埵
が
天
よ
り
降
り
て
、

摩
耶
夫
人
の
右
脇
に
入
り
、
非
常
の
光
輝
が
全
宇
を
照
し
た
と
云

ふ
事
、
又
一
の
賢
明
な
る
老
人
あ
り
て
、
奇
異
な
る
光
と
地
震
と

に
よ
り
て
佛
陀
が
天
よ
り
生
る
ゝ
顕
象
と
な
し
ゝ
事
、
天
上
の
諸

神
が
佛
陀
の
誕
生
を
祝
讃
せ
し
事
の
如
き
は
、
一
見
基
督
の
降
誕

に
似
た
る
や
う
な
れ
ど
も
、
佛
陀
が
王
朝
全
盛
の
時
代
に
栄
華
の

間
に
生
れ
し
は
、
之
を
基
督
が
ワベ

ツ

レ

ヘ

ム

ィ
フ
レ
エ
ム
の
洞
穴
に
生
れ
給

ひ
し
に
比
す
れ
ば
、
精
神
上
に
非
［
四
表
］

常
の
懸
隔
の
あ
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
、
凡
そ
佛
教
に
於
て
佛
陀
及

高
徒
が
行
つ
た
と
い
ふ
奇
跡
は
、
た
と
ひ
实
際
に
行
は
れ
た
り
と

假
定
し
て
も
、
眞0

实0

の
奇
跡
が
目
的
と
す
る
所
の
道
徳
上
作
善
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

目
的
に
比
す
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

、
意
義
な
き
者
多
く
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
徒
に
奇
異
の
顕
現

0

0

0

0

0

0

0

を
以
て
人
を
駭
か
す
に
過
ぎ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、是
れ
眞
假
の
分
る
ゝ
所
で
あ
る
。

六
、
佛
教
無
神
論
の
起
因

佛
陀
は
「
プ
ラ
ミ
ン
」
等
の
遁
世
の
法
を
見
聞
し
た
れ
ど
、
未
意

に
満
た
ず
し
て
、「
プ
ラ
ミ
ン
」
等
と
神
の
存
在
の
事
世
界
の
生

出
の
事
に
付
き
て
談
論
し
た
事
が
あ
つ
た
。
凡
そ
佛
教
が
始
め
て

印
度
に
弘
布
せ
ら
れ
た
時
、
凡
神
［
四
裏
］

教
及
多
神
教
が
之
に
抵
抗
を
試
ミ
た
が
、
此
の
二
教
は
佛
教
に
對

し
て
宇
宙
の
大
問
題
を
解
决
す
る
能
力
が
な
か
つ
た
為
、
佛
教
は

遂
に
無
神
論
に
陥
つ
た
の
で
あ
る
。

『中井木莵麻呂キリスト教関係草稿類』翻刻と解説（三） ― 佐野大介

97



七
、
性
理
学
道
義
学
形
而
上
的
哲
学

佛
教
に
は
凡
の
宗
教
の
根
本
要
點
た
る
神
の
存
在
の
眞
理
を
認
め

ず
。
さ
れ
ば
其
攻
究
者
は
之
を
以
て
無
神
論
の
傾
あ
る
一
種
の
性

理
學
と
為
し
、
後
の
研
究
者
は
又
單
に
道
義
學
と
し
て
、
宗
教
的

又
哲
學
的
組
織
を
認
め
ず
、
後
に
至
り
て
一
種
の
形
而
上
的
哲
學

と
為
つ
た
の
で
あ
る
、
と
馬
博
士
（
マ
ク
ス
ミ
ル
レ
ル
の
事
）
は

い
つ
て
居
る
。」［
五
表
］

八
、
虚
無
寂
滅

要
す
る
に
佛
教
の
根
本
に
は
、
婆
羅
門
教
と
同
じ
く
凡
神
主
義
に

傾
い
て
居
る
所
が
あ
つ
た
が
、
只
佛
教
の
一
歩
を
進
め
た
所
は
、

世
界
の
生
活
の
最
上
な
る
元
素
を
も
虚
幻
に
帰
し
て
、
絶
待
の
寂

滅
即
虚
無
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

九
、
佛
教
の
救
贖

佛
教
の
救
贖
は
佛
陀
が
自
ら
其
身
を
以
て
代
償
す
る
の
で
は
な
く

て
、
教
道
と
模
範
と
を
以
て
自
己
救
贖
の
方
法
を
示
し
た
の
だ
。

佛
教
に
於
て
は
、
人
間
が
救
贖
を
得
る
最
大
要
件
は
一
に
滅
罪
に

あ
り
と
し
て
居
る
。
然
る
に
罪
障
深
き
人
間
に
ハ
、
到
底
尋
常
の

途
を
以
て
は
其
目
的
が
達
し
難
い
故
に
、
制
慾
主
義
を
以
て
獨
居

の
［
五
裏
］

方
法
を
立
て
ゝ
、
寧
人
類
の
繁
殖
を
絶
た
む
こ
と
を
勤
め
た
。
さ

れ
ど
獨
居
無
妻
主
義
は
一
般
に
行
は
る
べ
き
者
な
ら
ね
ば
、
遂
に

僧
俗
を
二
途
に
班
別
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
の
で
あ
る
。
之
を
基
督

が
十
字
架
の
死
を
以
て
人
類
救
贖
の
道
を
立
て
給
ひ
し
に
比
す
れ

ば
、
甚
し
き
相
違
が
あ
る
。

十
、
涅
槃
及
靈
魂
の
流
轉

佛
教
は
人
生
を
し
て
全
玄
静
寂
無
為
の
境
界
に
至
ら
し
め
む
と
欲

す
る
よ
り
し
て
、
遂
に
凡
の
意
識
を
絶
滅
し
、
一
切
の
希
望
を
滅

盡
し
て
、
寂
滅
無
為
の
法
性
を
究
む
る
を
終
極
の
目
的
と
為
し
、

之
を
涅
槃
と
曰
ふ
。
然
る
［
六
表
］

に
涅
槃
に
達
す
る
こ
と
は
、
限
あ
る
現
生
の
為
し
得
べ
き
所
な
ら

ね
ば
、
此
よ
り
し
て
佛
教
に
も
婆
羅
門
教
の
如
く
霊
魂
流
轉
の
説

起
り
て
、
三
界
六
道
に
迷
の
生
死
を
重
ね
て
、
入
涅
槃
の
目
的
を

達
す
る
途
を
示
す
こ
と
と
な
つ
た
。
斯
く
佛
教
が
個
位
的
に
人
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

不
死
を
許
認
せ
ざ
る
に
反
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
基
督
教
は
死
後
永
久
に
自
我
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

存
在
す
る
こ
と
を
教
ふ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

其
人
生
自
然
の
要
求
に
於
て
両
者
何
れ
か

本
性
に
適
合
す
る
。

十
一
、
厭
世
的
宇
宙
論　

絶
望
の
宗
教

輪
廻
に
由
つ
て
許
多
の
苦
痛
を
嘗
め
し
者
が
涅
槃
に
入
る
を
以
て

無
上
の
幸
福
と
す
る
は
、
生
存
し
て
重
苦
［
六
裏
］

を
受
け
む
よ
り
は
、
寧
生
存
せ
ず
し
て
無
に
歸
せ
む
こ
と
を
願
ふ
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で
き
な
か
つ
た
。
両
者
共
に
有
限
の
人
智
を
以
て
無
限
の
大
能
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
向
つ
た
か
ら
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
此
の
點
に
於
て
は
、
基
督
教
は
人
智
の

4

4

4

4

4

4

4

推
測
を
用
ゐ
ず
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、
一
に
天
上
よ
り
眞
理
の
啓
示
せ
ら
る
ゝ
恩

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

寵
を
受
け
た

4

4

4

4

4

。
基
督
教
の
定
義
は
實
に
斯
く
天
然
而
上
に
啓
示
せ

ら
れ
た
る
が
故
に
、
基
督
教
は
天
啓
教
の
称
號
を
以
て
他
の
宗
教

に
秀
出
し
て
、
確
实
な
る
證
左
を
握
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
は

人
間
の
能
力
を
以
て
窮
む
可
［
八
表
］

か
ら
ざ
る
奥
妙
な
る
眞
理
を
天
然
而
上
の
方
法
を
以
て
開
示
せ
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

十
四
、
天
啓
の
證
徴

天
然
而
上
の
啓
示
は
、
宗
教
上
に
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
目
的
を
達
せ

し
む
る
を
以
て
其
根
本
の
證
徴
と
為
し
て
居
る
。
此
の
證
徴
に
適

合
せ
ざ
る
者
に
し
て
、
天
然
而
上
に
啓
示
せ
ら
れ
る
こ
と
は
断
じ

て
な
い
の
で
あ
る
。
凡
そ
外
形
上
に
天
然
而
上
の
者
に
似
た
る
不

可
思
議
の
現
象
や
驚
く
べ
き
事
迹
が
伴
つ
て
も
、
是
れ
必
し
も
天

然
而
上
の
啓
示
と
言
ふ
べ
き
者
で
は
な
い
。
天
然
而
上
の
啓
示
に

4

4

4

4

4

4

4

4

は4

、
神
の
教
會
を
地
上
に
建
設
す
る
確
乎
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

［
八
裏
］

る
目
的
と
人
類
の
救
贖
に
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
條
件
と
が
具
つ
て
居

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

4

4

4

4

4

4

4

4

。
此
の
證
徴
な
き
者
は
天
然
而
上
の
顕
現
と

は
見
る
べ
か
ら
ず
、
人
類
救
贖
に
関
す
る
如
何
な
る
目
的
を
も
有

せ
ず
、
又
高
尚
な
る
宗
教
的
道
徳
の
深
き
趣
味
と
融
合
せ
ざ
る
現

故
な
り
。
斯
る
暗
黒
な
る
厭
世
的
宇
宙
論
を
絶
望
の
宗
教
と
名
づ

け
ら
る
。
そ
は
生
命
の
神
の
代か
は
りに
一
切
を
呑
む
所
の
虚
無
を
立
つ

る
か
ら
で
あ
る
。
生
命
を
滅
盡
せ
ず
し
て
は
滅
罪
の
目
的
を
達
す

る
能
は
ず
と
為
し
て
、罪
悪
以
上
に
有
能
の
者
を
認
め
な
い
の
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

古
今
無
数
の
罪
悪
を
以
て
し
て
も
神
の
恩
寵
の
宏
大
な
る
に
勝
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

能
は
ず
と
す
る
基
督
教
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、見
解
の
距
離
如
何
に
遠
き
か
を
見
よ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

十
二
、
耶
佛
内
部
の
相
違

佛
教
の
基
督
教
に
似
た
る
所
は
、
外
部
に
於
て
は
國
家
［
七
表
］

に
屈
せ
ざ
る
獨
立
の
教
位
を
有
す
る
事
、
諸
種
の
外
儀
、
修
士
の

契
約
、
慈
悲
愛
憐
の
行
為
等
、
許
多
あ
れ
ど
も
、
内
部
の
精
神
に

至
り
て
は
両
者
相
反
對
す
、
即
神
あ
る
宗
教
と
神
な
き
宗
教

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
定4

理
を
具
ふ
る
道
徳
と
定
理
な
き
道
徳

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
贖
罪
主
に
因
る
救
贖
と
贖

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

罪
主
な
き
救
贖
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

十
三
、
基
督
教
と
天
然
而
上
の
啓
示

儒
教
は
天
然
心
理
力
の
要
求
に
よ
り
て
、
直
覺
的
に
天
に
上
帝
あ

る
こ
と
を
認
識
し
た
け
れ
ど
も
、
譬
へ
ば
霞
を
隔
て
ゝ
遠
山
の
花

を
望
む
が
如
く
、
范
然
と
し
て
其
真
相
を
捕
へ
る
こ
と
が
で
き
な

か
つ
た
故
、
其
末
流
は
［
七
裏
］

遂
に
惟
理
論
に
傾
い
た
。
佛
教
は
精
微
な
る
眼
識
を
以
て
宇
宙
を

洞
察
し
た
れ
ど
、
虚
無
寂
滅
の
外
に
何
物
を
も
捕
捉
す
る
こ
と
が
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象
は
、
如
何
に
解
し
難
く
駭
く
べ
き
異
常
の
顕
現
に
て
も
、
此
の

範
囲
に
属
し
な
い
の
で
あ
る
。
凡
て
天
然
人
為
の
宗
教
は
天
然
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

神
を
識
る
途
に
由
つ
て
達
し
得
ら
る
ゝ
極
點
以
上
に
は
達
す
る
こ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
が
で
き
な
い

0

0

0

0

0

0

、
是
れ
其
宗
教
の
天
よ
り
啓
示
せ
ら
れ
な
い
證
據

と
知
る
［
九
表
］

べ
し
。
基
督
教
は
神
の
外
誰
も
し
る
能
は
ざ
る
神
の
深
情
を
開
示

せ
ら
る
ゝ
が
故
に
、
聖
三
者
の
奥
義
、
神
の
藉
身
の
秘
義
、
及
死

者
の
来
世
復
活
の
秘
義
等
を
解
釋
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

十
五
、
不
動
不
変
の
證
徴

以
上
列
記
し
た
る
目
的
の
下
に
不
動
不
変
の
證
徴
と
し
て
上
天
よ

り
開
示
せ
ら
れ
た
る
者
は
奇
蹟
と
預
言
と
で
あ
る
。
之
に
因
つ
て

基
督
教
は
世
界
に
度
越
せ
る
神
出
の
宗
教
た
る
を
證
明
す
る
に
足

る
の
で
あ
る
。

十
六
、
異
教
の
聖
賢
に
對
す
る
態
度

斯
く
我
等
は
基
督
教
を
天
下
諸
宗
教
の
上
に
置
き
て
、
信
念
を
他

に
移
さ
ね
ど
も
、
又
思
を
儒
佛
二
教
に
及
ぼ
［
九
裏
］

す
に
、
聖
書
及
古
来
教
會
諸
聖
賢
の
教
に
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
異
教
世
界
も
神
の

4

4

4

4

4

4

4

照
管
を
以
て
救
贖
に
預
備
す
る
範
圍
よ
り
除
か
れ
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
彼
等
は
天

4

4

4

4

然
而
上
の
啓
示
を
受
け
ざ
れ
ど
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
自
己
の
心
靈
の
才
能
の
及
ぶ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

限4

、
神
及
世
界
の
事
を
究
む
る
が
故
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
天
然
の
啓
示
は
此
等
よ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

り
奪
は
る
ゝ
こ
と
な
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。神
は
己
の
事
を
異
教
世
界
に
て
證
示
す

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

と
云
は
れ
て
あ
る
。
我
等
が
儒
佛
二
教
の
聖
賢
を
も
尊
敬
し
、
基

督
教
に
抵
觸
せ
ざ
る
限
に
於
て
其
遺
訓
を
も
尊
奉
す
る
こ
と
を
辭

せ
ず
、
と
云
ふ
は
是
が
為
で
あ
る
。［
十
表
］

注（
１
）	『
中
井
木
莵
麻
呂
キ
リ
ス
ト
教
関
係
草
稿
類
』（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館

（
懐
徳
堂
文
庫
内
新
田
文
庫
）
蔵
、
蔵
書
票E149

／
天
生
関
係
38
／

365

）
は
、
中
井
木
莵
麻
呂
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
論
説
草
稿
。

手
稿
。
一
帙
に
原
稿
用
紙
を
仮
綴
し
た
五
冊
の
抄
本
を
収
め
て
お
り
、

表
紙
題
簽
等
は
附
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
行
目
に
そ
れ
ぞ
れ
「
正
教
訳

語
改
定
上
ノ
私
見
」・「
聖
母
原
罪
有
無
論
」・「
第
一
月
一
日　

聖
六
尾

西
利
乙
ノ
伝
」・「
儒
仏
耶
三
教
比
較
結
論
」・「
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
師
ノ

命
ヲ
奉
ジ
テ
中
井
木
莵
麿
拝
覆
ス
」・「
中
井
木
莵
麿
再
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
で
は
、「
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
師
ノ
命
ヲ
奉
ジ
テ
中
井
木
莵

麿
拝
覆
ス
」
を
「
返
信
１
」、「
中
井
木
莵
麿
再
」
を
「
返
信
２
」
と
略

称
す
る
。

（
２
）	

自
注
に
「
マ
ク
ス
ミ
ル
レ
ル
」
と
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
（
帰
化
ド
イ
ツ
人
）

の
東
洋
学
者
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
（Friedrich 

M
ax M

uller

）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）	「
神
滅
不
滅
」
論
争
と
は
、
梁
代
、
范
縝
の
『
神
滅
論
』（
形
（
肉
体
）
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と
神
（
霊
魂
）
と
の
関
係
を
、
刀
の
本
体
（
質
）
と
切
れ
味
（
用
）
と

い
う
比
喩
を
用
い
て
、
刀
が
無
く
な
れ
ば
切
れ
味
が
そ
れ
だ
け
で
は
存

在
で
き
な
い
よ
う
に
、
肉
体
が
滅
す
れ
ば
霊
魂
も
滅
す
る
と
論
じ
た
）

に
始
ま
る
、
神
（
＝
霊
魂
）
が
死
後
消
滅
す
る
か
し
な
い
か
の
問
題
に

関
す
る
論
争
。
僧
祐
編
『
弘
明
集
』（『
大
正
大
蔵
経
』
巻
五
二
）
に
多

く
関
連
資
料
を
収
む
。
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